
（第２４期：２０２１年２月～２０２２年１月）

２０２１年度

環 境 経 営 レ ポ ー ト

２０２２年　３月



◆　はじめに

　株式会社　ロックスは、事業活動を行うことにより、環境への影響が重大であることを認識するとともに、

持続可能な社会形成を必要不可欠と確信します。

以上を踏まえ、全従業員が問題意識を持って行動し、地球環境の保全及び地域社会への貢献を目指すべく

環境経営システムを構築し、実施･運用し、継続的改善を行うことを目的に、以下の通り環境方針を定めます。

◆　環 境 方 針

１．事業活動における地球環境保全の具体的取組

　 ①  事業活動に伴い発生する産業廃棄物及びオフィス活動廃棄物等の発生廃棄物の最小化及び

        リサイクルによる有効活用を目指します。

　 ②  事業活動に伴い使用する資材の廃棄状況及び消費するエネルギーの使用状況を定期的にチェックし、

        効率的利用に努めます。

　 ③  事業活動に伴い発生する有害化学物質、騒音･振動及び排水処理汚染等に十分留意し、汚染を予防し、

        公害発生の防止に努めます。

　 ④  事業活動に伴い使用する、事務用品等に環境対策商品を使用することを推進する。

　 ⑤  事業活動にて、環境に配慮した製品の提案及び製造を心掛ける。

　 ⑥  少量生産でも、安定した利益を得るために、高価値の製品を生産する。

　 ⑦  製品を生産するのに必要なコスト（材料費から運送費まで）をトータルで考え、コスト削減を目指す。

２．環境関連法規等の順守

　　環境関連法規制及び当社が同意するその他の各種協定等を順守します。

３．地域社会貢献活動の推進

　　環境活動レポートの公表、本社周辺の清掃活動等を通して、地域社会の一員として地域社会に

    貢献するように努めます。

４．継続的改善の実施

　　事業活動に伴い環境に与える影響を的確に把握し、技術的･経済的可能性を考慮の上で環境目標を設定し、

    実施し、見直し、評価し継続的改善に努めます。

５．環境方針の周知及び公開

　　本方針を全従業員に周知徹底します。

　　本方針を一般の方よりの要請に基づき、又、当社のホームページ上に公開します。

 ②所在地

　　　 従業員数　　　　　　　　　　　　８名　

　　　 主要製品の総生産量　　　　 ０．９５t/年

　 　プロセスシール・ラベル等の製版・印刷メディアの企画・デザイン・版下製作、インクジェット出力による大型パネル作成

     TEL : 082-285-6093　　　　　FAX : 082-285-0220

 ◇　２　事業所の概要
 ①事業所名及び代表者名

　 　株式会社　ロックス　　　　　代表取締役社長　　濵野武道

 ③環境管理責任者氏名及び連絡先

 ④事業内容

　 　フレキソ印刷用樹脂版の製造・オフセット印刷用製版フィルムの製造、各サンプルケースの作成、

◇　１　環 境 経 営 方 針

２０１９年 ０２月 ０４日

　　　 事業所の述べ床面積　　　　 ２８８ ㎡

　 　環境管理責任者　　濵野仁之　　　　

 ⑤事業の規模

　　 メールアドレス : rocks220@orange.ocn.ne.jp         URL :  http://rocks.client.jp/

　 　本社ビル　　　〒 734-0023　　広島県広島市南区東雲本町３丁目９番５号

株式会社　ロックス 代表取締役社長

改訂日



年間３件更新 年間３件更新 年間３件更新

19287.95 97.56%19771.10

＊３　中国電力の調整後排出係数 0.636(2019年度実績）にて算出しています。

年間３件更新

二酸化炭素排出量(kg-co2/年)

＊２　 ２０２１．２月～２０２２．１月の実績値とする。

現状維持 現状維持社会貢献活動の実施

環境関連法規の順守 法規違反　０件 法規違反　０件法規違反　０件

有機溶剤使用量 (t／年) 2.75 3.32 121.95%

グリーン購入の推進

現状維持

＊１　目標値は基準値に達成目標比率分を引いた値とする。

2.72

電力使用量 (kwh/年) 18802.00 17904.50 96.19%18613.98

ガソリン使用量 (ℓ／年) 3405.47 93.20%3654.09

1.16 1.39

産業廃棄物量（廃油） （ｔ／年） 0.80 1.13

0.41

一般廃棄物量　（ｔ／年）

0.41

1.15

環境目標項目 基準値(年間)

 ◇　３　環境経営目標

１１６１．５kg ／年

基準値

kg ／年

現状維持 現状維持

３６９１ℓ／年 前年比１％削減 前年比１％削減

２０２３年度

前年比１％削減 前年比１％削減

前年比１％削減

０．４１ｔ／年 前年比１％削減

２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度

前年度比

前年比１％削減

２．７５ t／年 前年比１％削減 前年比１％削減 前年比１％削減

法規違反　０件

年間３件更新

現状維持

前年比１％削減 前年比１％削減

前年比１％削減

前年比１％削減

前年度比

前年比１％削減

基準年度比

前年比１％削減

１６４㎥／年

前年比１％削減

１７９３７．５kwh/年 前年比１％削減

前年比１％削減

前年比１％削減

前年比１％削減

85.74%

0.80

法規違反　０件 法規違反　０件

１６８４９．６９kg-co2/年 前年比１％削減

前年比１％削減前年比１％削減

年間３件更新 年間３件更新

０．８ｔ／年

目標値　＊１

141.46%

実績値　＊２

19970.81

0.35

162.36

現状維持

法規違反　０件

２０２１年度より３年間の環境目標を下記の通り設定しました。

120.87%

産業廃棄物量（廃プラ）(kg/kg) 

164.00

増減率

＊３

２０２１年度

 ◇　４ 　環境活動計画 ・ 環境経営目標の実績

3691.00

水道使用量 (㎥／年) 167.00 102.86%

     　基準値・目標値は、2013年度実績の実排出係数0.719での数値です。

kg-co2/年

kwh/年

㎥／年

ℓ／年

一般廃棄物量

産業廃棄物量（廃プラ）

産業廃棄物量（廃油）

二酸化炭素排出量

ｔ／年

ｔ／年

社会貢献活動の実施

環境目標項目 単位

電力使用量

水道使用量

ガソリン使用量

有機溶剤使用量

グリーン購入の推進

環境関連法規の順守

t／年



・担当業務範囲における運用手順書の作成及び手順に基づく運用管理

・環境活動実施結果の実績集計

担当業務責任者　確認･評価環境管理責任者への報告

・担当業務範囲に関連する緊急事態対応のための手順書作成、テスト･訓練･記録

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営システムに関する資料の管理

・環境活動レポートの作成

・担当業務範囲における環境経営システムの実施

・担当業務範囲への環境方針の周知

・担当業務範囲における環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況の

2020年8月1日

・経営の課題とチャンスの明確化

・代表者による全体の評価と見直しの実施

・環境方針の策定･見直し及び全従業員へ周知

・環境目標及び環境活動計画記載の環活動計画書の承認

・教育訓練計画書の作成及び従業員に対する教育訓練の実施

 代表者（社長）

・環境活動レポートの承認

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

社長

・環境活動の取組状況の確認･評価及び結果を代表者へ報告

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施及び管理に必要な設備、資源、費用、技術者を用意

・環境管理責任者を任命

濵　野　　武　道

濵野仁之（兼務)

有機溶剤作業主任者
資格取得者

環境管理責任者

全従業員

・環境経営システムを構築し、実施し、管理

・環境関連法規制等一覧表の作成

・環境目標の設定

宮崎　耕平

製造担当
責任者:永島弘樹

作成日（改訂日）

 組織図（実施体制）及び役割･責任･権限表 

有機溶剤担当責任者

環境管理責任者

外部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ窓口

・担当業務の問題点の発見、是正、予防処置

・環境方針を理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

管理担当
責任者:濵野宮子

濵野　妙

・環境活動実施計画書(中期)及び環境活動計画書(単年度)の作成

・緊急事態の特定及び緊急事態対応訓練計画･実施

原田茂人

企画担当
責任者:藤原邦高

藤原邦高

営業担当
責任者:濵野仁之

濵野宮子（兼務)

濵野　妙（兼務)
濵野　仁之



　　２０２０年度の実績値を基準、前年比 ▲１％にて目標を再設定し取組を開始した。

　　本業の受注量が、COVID１９（新型コロナ）の影響もあり減少しているため、仕入れ・廃棄物量ともに減少しました。

・取組内容

・取組内容

・取組結果

　　樹脂への露光前に、丁付けの適正化を徹底し、ロスを出来るだけ少なくしました。

　　今年度から、廃プラ量(kg)　÷　樹脂原料の仕入れ(kg)　の計算値(kg/kg)での比較に変更しました。

　　結果は、目標３６５４．０９Ｌに対して、３４０５．４７Ｌ（前年比 ▲６．８％）でした。

　　当社から排出される廃プラは、製造工程より出る樹脂の欠片です。生産量に比例して増えるロス部分です。

　　削減に限界を感じて、現状維持目標にてスタートしたが、結果は、削減に成功しました。

　　COVID１９（新型コロナ）の影響で、取引先訪問を控えなければならないので、減少しました。

・取組結果

　　貼り付け、休憩時間の消灯の徹底 等により使用量の削減を図りました。

　　目標値 ▲４．２６％ となった。廃プラの総重量は減少し、材料仕入れも減少しました。

　

　　取り組み開始から、増加する年もあり、減少に限界を感じ、前年比の▲１％目標としていましたが、

　　空調機器の温度設定・運転の制限　、未使用区画の電灯ＯＦＦの徹底　、ＳＷへの節電喚起シールの

　したがって、前年度比率は、前年度数値を0.636kg-co2/年にて計算した数値と比較したときの値です。

　今年度は、１９２８７．９５kg-co2/年前年比（▲２．４３％）で、削減に成功しております。

○ ガソリン使用量のの削減

◆　二酸化炭素排出量の削減

　2019年度までは、2013年実績の実排出係数0.719kg-co2/年で計算していましたが、2017年ガイドラインで、調整後排出係数

　の利用に変更になったタイミングで今年度より、２０１９年実績、調整後排出係数、0.636kg-co2/年　にて計算しております。

　　ｅｃｏ安全ドライブ講習を復習し、運転者へのエコドライブへの意識向上を図りました。

・取組結果

・取組内容

　　結果は、COVID１９（新型コロナ）の影響もあり、2年連続で減となりました。

　　事務所内、蛍光灯の本数を削減・表看板の夜間点灯を廃止。

　　上記の結果、目標値 ▲３．８１％ となりました。

◆　産業廃棄物（廃プラ）の削減

○ 電力使用量の削減　（今年度の排出係数は０．６３６kg-CO2/kWh）
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　　段ボールは生産製品の原材料の空箱が主となっており、これも仕事量に比例して増加するので、削減より

廃液回収・再生装置　

　目標値 △２．８６％という結果となりました。

　　廃油の量も増加します。少量の溶剤で出来るだけ多くの製品を製造する事を徹底しました。

送られ、永久的に使用できる。

・取組結果

　水エッチングを本稼働に伴い、増加すると考えていましたが、目標達成でした。

樹脂版製造に使用した有機溶剤から

・取組内容

　　コロナによる受注減少の反動で、9月頃の落ち着いたタイミングで一気に受注が増加しました、

　その際に、節水コマ（約３０％）を購入して、自社にて取付致しました。

　　受注量に伴い、使用量が増えるため、増加しています。

・取組結果

　　当社から排出される、一般廃棄物は上質紙・段ボール・空き缶が主となっています。上質紙に関しては仕事量に

　　下半期からの受注量増加（特に溶剤使用量の多い注文）の為に、△ ４１．４６％と大幅増となりました。

自然揮発して、量は減少します。

　　再利用を積極的に推進しました。（例:取引先への配送への利用等）

　　使用済み有機溶剤の再生時に出る不純物です。仕事量（生産量）が増えれば溶剤の使用量も増えるので

　従って、ＥＡ２１取組前から実施していた洗車時のホースの使用を禁止し・植木等への水撒き時のホースでの

使用され、使用後は回収・再生装置へ

・取組内容

　当社では、製造工程中には水を使用しません、従って水の使用は従業員用のトイレと掃除のみです。

◆　水道使用量の削減

　　その影響で、一般廃棄物も増加しています。

　　上記の結果、目標値 △２０．８８％ となった、増加しました。

　　フィルムのロスの少ない、最新のフィルムセッターを追加導入し稼動開始しました。

・取組結果

　　比例して増えるので、削減より再利用する事、裏紙・両面コピーの使用を徹底しました。

溶け込んだ樹脂を分離し、再生する。

　2階シンクの蛇口の閉止状況が少し悪かったので、ﾊﾟｯｷﾝを交換しました。

再生有機溶剤は再度、樹脂版製造に

　来年度は、この対策の効果に期待しています。

◆　産業廃棄物（廃油）の削減

◆　一般廃棄物量の削減

・取組内容

　撒き水の禁止を継続し徹底いたしました。



有機溶剤不使用、水によるエッチング装置

　仕事量（生産量）が増えれば溶剤の使用量も増加するので少量の溶剤で出来るだけ多くの製品を製造する事を

　徹底いたしました。

・取組結果

　依頼せずに修理いたしました。この２項目を、本年のグリーン購入の対象とします。

節電喚起と温度設定表記

ＥＡ２１の知名度アップ！

◆　社会貢献活動の実施

　環境責任者の濱野は民生委員児童委員・町内会の会計・社会福祉協理事・体協理事等を務めています。

　製版装置の不具合を、自社で調査・部品手配・交換を実施し、メーカーからの人員出張等を

・取組内容

　今年度は、COVID１９（新型コロナ）の影響で町内一斉清掃はありませんでしたが、日々の清掃は継続しました。

・取組内容

・取組内容

　年間で、環境対策製品を、３品目増やす事を目標としました。

・取組結果

◆　グリーン購入の推進

　事務用品の環境対策製品は増えませんでしたが、モノクロ専用プリンターを廃止。

　近隣住民及び地域自治会等からのクレーム等もありませんでした。

◆　有機溶剤使用量の削減

　社有車を低燃費・低排出ガス車を利用するようにしました。

　下半期からの受注量増加（特に溶剤使用量の多い注文）に伴い、使用量が増加して目標値　△２１．９５％ となりました。

消費電力の削減

清掃活動の様子（前年度）

・取組結果



◆　水道使用量の削減

○ 一般廃棄物量の削減

　空き缶減少の為、事業所内での給湯の利用を推進する、又、各自コップを持参し紙コップの利用をやめます。

○ 電力使用量の削減

　段ボールの再利用方法を検討します。

　・低コストでの製造

　水エッチング装置の稼働時間を増加させるのが目標です。水の使用量が増加すると予想しますが、

　・運送コストの節約

　未使用部分の電灯の消し忘れ等、教育等を行い更なる環境負荷低減への意識向上を図ります。

　更なる、技術向上と担当者の環境負荷低減への意識向上を図ります。

　再生装置の再生効率の向上方法を検討します。

○ ガソリン使用量のの削減

　社有車使用者へのECOドライブの徹底の継続を徹底します。

　社有車の定期点検とメンテナンス実施の継続を徹底します。

◆　廃棄物排出量の削減

　使用量の大幅な増加がない様、無駄を省く事を徹底します。

◆　有機溶剤使用量の削減

　今年度は、装置からの漏洩事故の調査作業が原因で大幅増加となりました。調査の結果、

◆　社会貢献活動の実施

　漏洩はありませんでした。目標や取組内容は変更せず、来年度からも前年比 ▲１％削減設定とします。

　今年度から、水エッチング装置の稼働時間を増やし、水の使用量が増加すると予想しますが、

　事務用品の環境対策製品の種類を増やし、製造機器も環境負荷の少ない物を導入又は改造する事を検討し、

　今まで以上に、節水を意識して出来るだけ増加量を抑える事に努めて行きます。

 ◇　５　次年度の取組み内容

　に伴い、来年度から目標に設定しました。

○ 産業廃棄物（廃プラ）の削減

　使用樹脂量減少の為、企画部と製造部が連携し、更なる技術向上と環境負荷低減の意識向上を図り、

　ロス低減＝廃物排出量減少＝コスト削減を常に意識向上を常に意識するよう周知徹底します。

　その反面、有機溶剤の使用量は減少し、環境に良い結果となると考えています。

◆　二酸化炭素排出量の削減

　削減目標達成が難しくなってきたので、現状維持設定でしたが、来年度から前年比－１％削減設定とします。

　環境責任者が、会社所在地域の自治会役員を務めており、今後も地域密着型企業であり続けます。

　・顧客満足度を意識したうえでの適正価格での販売（安易な安売りはしない）

◆　グリーン購入の推進

◆　低コスト・高価値の製品の製造

　ガイドライン２０１７年版に伴い追加された、要求事項２(代表者による経営における課題とチャンスの明確化)

　今後も、積極的に参加・自主的な実施を継続し地域密着型の企業を目指します。

　上質紙の裏紙としての再利用の徹底します。

○ 産業廃棄物（廃油）の削減

　物品の導入がなくても、不要なものの削減や、自社内で対応することを推進します。



　下半期は、受注が増えましたが、宣言が出ると途端に減少しますので予断を許しません。

　ＥＡ２１の取り組みも大事ですが、本業の発展なくしてＥＡ２１の取り組みは成立しません。

　環境管理責任者は、本業との兼任で、大変多忙を極めている状態ですが、

　ＥＡ２１の取り組みは、その次としてください。総評にある通り、取り組みは今までの実績にて全従業員に

　浸透しているはずですので、大きく増加することはないと考えます。

　したがって、取り組み内容の変更は必要ありません。

　廃棄物は、下半期のコロナの影響の反動による受注量増加に伴うものです。

 ◇　６　環境関連法規の順守
　過去３年間を通じて、法規の違反および苦情は　０件でした。又、訴訟等もありませんでした。

　今後は、関連法規以外に自社独自の規則を設ける事等も検討し環境への負荷低減を目指したいです。

 ◇　７　総評
　今年度は、未達成項目が５個でした。

　適用される環境関連法令名は、代表的なもので、有機溶剤中毒予防規則・労働安全衛生法等です。

　会社の利益・顧客の利益を増加させる事を目指しましょう。

　仕方のない部分だと考えます。

　今後は、この取り組みを維持し、環境負荷を増加させない事、また、今の状態を維持しつつ

　COVID１９（新型コロナ）の影響が、続いていますので本業の業績維持・回復を最優先としなければなりません。

　大半の項目で、目標設定を前年比 ▲１％削減設定としますが、本業の発展に伴う増加は、

　環境経営方針に基づく活動ですので、経営を安定させるよう頑張りましょう。

　本業の受注量減少は、大変大きな問題です。

 ◇　８　代表者による全体評価と見直し

　COVID１９（新型コロナ）の影響が、続いていますので本業の業績維持・回復を最優先としなければなりません。


